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研修の特徴

◎多摩総合医療センタ ー　 　

〇駒込病院
〇神経病院

●　 多摩総合医療センタ ー（ 基幹施設）　

　 　 多摩総合医療センタ ー耳鼻咽喉科専門研修プログラ ム

プロ グラ ム責任者： 耳鼻咽喉科　 中屋　 宗雄　 　 プログラ ム研修期間： 4 年

耳鼻咽喉科医師と し ての人格の涵養に努め、耳、鼻・ 副鼻腔、口腔・ 咽頭・ 喉頭、頭頸部腫瘍の全ての診療分野において、

幅広い知識と 臨床能力を習得し 、「 国民に安全で安心な標準的医療を 提供でき る」 耳鼻咽喉科専門医を育成するこ と を

目的と し ます。 また、 診療技能のみなら ず、 学会発表や論文作成を 通じ 、 科学者と し ての能力を 取得する こ と も 目標

と し ます。 基幹研修施設である 多摩総合医療セン タ ーを 中心に、 多摩総合医療セン タ ーに隣接する 小児総合医療セン

タ ー・ 神経病院と 虎の門病院において 、 それぞれの特徴を 生かし た耳鼻咽喉科専門研修を 行い、 日耳鼻研修到達目標

や症例経験基準に掲げら れた疾患や手術を 経験し ます。 4 年間の研修修了時にはすべての領域の研修到達目標を 達成

し 、 4 年間の研修中、 認定さ れている 学会において学会発表を 少なく と も 3 回以上行います。 また、 筆頭著者と し て

学術雑誌に 1 編以上の論文執筆・ 公表を行います。

4 5 6 7 8 9 10 11 12 1 2 3

1 年次 多摩総合医療センタ ー

　

2 年次 多摩総合医療セン タ ー 小児総合医療セン タ ー

　

3 年次 多摩総合医療センタ ー

　

4 年次 多摩総合医療センタ ー

　

研修コ ース

モデル

採用施設一覧（ ◎は基幹施設、 ◯は連携施設）

研修プログラ ムの特徴

〇小児総合医療センタ ー

東京医師アカ デミ ーシニアレ ジデント 合同発表会 東京医師アカ デミ ーシニアレ ジデン ト 合同発表会表彰式
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研修の特徴

●　 駒込病院　（ 連携施設）

指導医責任者：  耳鼻咽喉・ 頭頸部外科　 杉本　 太郎

当プロ グラ ムは、 多摩総合医療セン タ ーを 基幹研修施設と し た「 多摩総合医療セン タ ー耳鼻咽喉科専門研修プロ グ

ラ ム」 に属し 、 連携施設である 駒込病院耳鼻咽喉・ 頭頸部外科を 中心に研修を 行う コ ースです。 日本耳鼻咽喉科学会

が定めた研修到達目標や症例経験基準に掲げら れた疾患や手術を 経験し 、 耳鼻咽喉科専門医取得を 目標と し ます。 プ

ロ グラ ムに定めら れた研修の評価は施設ごと に指導管理責任者、 指導医、 およ び専攻医が行い、 プロ グラ ム責任者が

最終評価を 行います。 4 年間の研修修了時にはすべての領域の研修到達目標を 達成し 、 4 年間の研修中、 認定さ れて

いる 学会において学会発表を 少なく と も 3 回以上行います。 また、 筆頭著者と し て学術雑誌に 1 編以上の論文執筆・

公表を 行います。 研修の評価や経験症例は日耳鼻が定めた方法でオン ラ イ ン 登録し ます。 駒込病院耳鼻咽喉・ 頭頸部

外科の特徴と し ては、 頭頸部癌に対する 低侵襲な手術（ 経口的切除術、 CO2 レ ーザ手術） から 拡大切除 + 再建手術、

IMRT を 利用し た化学放射線療法、 分子標的薬治療、 免疫チェ ッ ク ポイ ント 阻害薬治療、 緩和医療まで幅広い頭頸部癌

診療を 施行し ている 事が挙げら れます。 拠点病院と し て多数の症例が集中し 、 特に食道癌と 頭頸部癌の合併症例、 甲

状腺癌症例が多いです。 また、 耳鼻咽喉科領域感染症、 鼻副鼻腔、 咽喉頭領域の良性疾患の保存的治療や手術加療等

も 積極的に行っ ています。

4 5 6 7 8 9 10 11 12 1 2 3

1 年次 駒込病院

　

2 年次 駒込病院

　

3 年次 多摩総合医療セン タ ー 駒込病院／多摩総合医療セン タ ー

　

4 年次 駒込病院

　

研修コ ース

モデル

（ 東京医師アカ デミ ー シニアレ ジデン ト 合同発表会風景） （ 多摩総合医療セン タ ー 合同発表会風景）


